
  

玉川上水のあれこれ

　　　　　　　１．歴史

　　　　　　　２．桜か、森か
　
　　　　　　　３．名勝とはなにか

　　　　　　　４．そして問題はつづく



  

歴史（１）

１６５３　４３ｋｍ導水路素掘り（玉川兄弟）

１６７０　拡幅、築堤。松、杉を植樹（堤の保護）

1741〜１７４４　小金井橋を中心とする　　　　　
　　６ｋｍを桜に植え替え（川崎平右衛門）　

１８００年代　　　　　　　　　　　　　　　　　
　上水沿いの農民たちは花見客に座敷を貸したり
　茶店を出したりして商売も盛んになる　　　　　
　　　　　　　　（小平市、小金井市HP）　　　



  

玉川上水・小金井桜整備活用計画（小金井市２０１０）ｐ．３



  



  

浮世絵（小金井橋）



  

１８９７頃（小金井橋）



  

１９０６（推定小金井橋）



  

歴史（２）

１９１１　史跡名勝天然記念物保存協会設立

　１９１９　史跡名勝天然記念物保存法公布

　１９２４　名勝小金井（サクラ）指定　　　　　　　　　　
　　　　　　（小平村〜小金井村〜武蔵野村の６ｋｍ）

　１９５０　史跡名勝天然記念物保存法廃止　　　　　　　
　　　　→文化財保護法（小平、小金井、武蔵野、西東京）

　１９５４　都立小金井公園開園（桜植樹）

　１９６２　風致地区指定（都・市条例）　　　　　　　　　
　　　　　　（小平市全域と小金井市の上流側半分）



  



  

１９５６（右岸からの風景）



  

歴史（３）

１９６５　小平監視所から下流の流れ途絶える　　　　　
　　　　　（淀橋浄水場廃止→東村山浄水場に導水）

１９６５〜　道路化、鉄道化、水道管化（遊歩道）計画

１９７６　史跡指定合意（都と文化庁）　　　　　　　　
　　　「岸辺の雑木林ともども永久保存する」　　　　
　　　　　　　　　　　（１９７６．４．８ 毎日新聞記事）

　〜玉川上水の土地が未登記。都と国の所有権争い〜

１９８６　清流復活事業により流れ復活（再生水）

　　　



  

歴史（４）

１９９９　歴史環境保全地域指定（開渠区間３０ｋｍ）　
　　「歴史的遺産と一体となった自然の存する地域」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（都条例）

２００３　史跡指定（開渠区間３０ｋｍ）（文化財保護法）

２００９〜２０１９　史跡玉川上水整備活用計画　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　（都水道局）

２０１０〜２０１９　玉川上水・小金井桜整備活用計画　
　　　　　　　　　　　　　　　　　（小金井市）



  

玉川上水・小金井桜整備活用計画（小金井市２０１０）ｐ．３



  

桜か、森か
　

　　錦城高校映画研究部 制作 ドキュメンタリー

　　第６８回NHK杯全国高校放送コンテスト
　　テレビドキュメント部門 制作奨励賞受賞作品
　　　　　　　　　　　　　　（２０２１年）
              
　　　　　　　　　　　　　上映時間約８分　　　
　　　



  

名勝とはなにか（１）

「国粋ヲ保チ、邦土ノ特質ヲ存」するために保存が必要と主張
（三好学)→愛郷心、愛国心の発揚といった国家施策として再
編。史跡名勝天然記念物保存運動の中に位置付けられてゆく
　　　　　　　　　　　　　（小金井市史 ２０１９年発行）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
史跡名勝天然記念物保存協会の設立（１９１１）

　【目的】史跡及天然記念物ヲ研究シ、其ノ保存方法
　　　　ヲ講ジ、且之ニ関スル思想ノ普及ヲ図リ、　
　　　　国体ノ精華ヲ発揚スル。



  

名勝とはなにか（２）

「教育勅語」（１８９０年）

朕（ちん）惟フニ（おもうに）我カ（わが）皇祖皇宗（こうそ こう
そう）國ヲ（くにを）肇ムルコト（はじむること）宏遠ニ（こうえん
に）德ヲ樹ツルコト（たつること）深厚ナリ（しんこうなり）
我カ（わが）臣民（しんみん）克ク（よく）忠ニ（ちゅうに）克ク
（よく）孝ニ（こうに）億兆（おくちょう）心ヲ一ニシテ（しんをい
つにして）世世（よよ）厥ノ（その）美ヲ（びを）濟セルハ（なせ
るは）此レ（これ）我カ國體（こくたい）ノ精華ニシテ敎育ノ淵
源（えんげん）亦（また）實ニ（じつに）此ニ（ここに）存ス（ぞん
す）　・・・（以下略）



  

名勝とはなにか（３）

「国体の本義」（１９３７年 文部省編纂）

大日本帝國は、萬世一系の天皇皇祖の神勅を奉じて
永遠にこれを統治し給ふ。これ、我が萬古不易の國體
である。而してこの大義に基づき、一大家族國家として
億兆一心聖旨を奉體して、克く忠孝の美德を發揮す
る。これ、我が國體の精華とするところである。



  

そして問題はつづく（１）



  

そして問題はつづく（２）

「みどりの基本計画」パブリックコメント（2021．３．２６）

（意見）　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
玉川上水の樹木剪定は必要最小限にとどめるべき

（回答）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
みどりが多ければいいのではなく、昭和４０年代前
の玉川上水がもつ風景が本来あるべき姿



  



  



  
皆伐区間　夏季（小金井側 ２０２１．９．２０−１） 



  
皆伐区間　夏季（小金井側 ２０２１．９．２０−２） 



  
皆伐区間　夏季（小金井側 ２０２１．９．２０−３） 



  
皆伐区間　夏季（小金井側 ２０２１．９．２０−４） 



  
剪定区間　夏季（小平側 ２０２１．９．２０−１） 



  
剪定区間　夏季（小平側 ２０２１．９．２０−２） 



  
剪定区間　夏季（小平側 ２０２１．９．２０−３） 



  
皆伐区間　冬期（小金井側 ２０２１．１２．５−１） 



  
皆伐区間　冬期（小金井側 ２０２１．１２．５−２） 



  
剪定区間　冬期（小平側 ２０２１．12．5） 



  

そして問題はつづく（３）



  

在りし日の
玉川上水の
雑木たちよ

（２０１９．７ 東京新聞掲載写真）
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